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はじめに

1

北海道では、アクティビティ、自然及び異文化体験で構成される質の高い体験型観光で、
欧米豪の富裕層を中心に世界全体で70 兆円を超える市場を有するとされるアドベン
チャートラベル（AT）の世界最大のイベントである、「アドベンチャートラベル・ワー
ルドサミット（ATWS）北海道／日本」が令和３年(2021年)９月に開催されることとなり、
ATWS開催に向け、魅力的なコース造成やガイドの育成等、受入体制の整備が進められて
きた。

しかしながら、令和３年(2021年)２月に、ATWSの主催団体であるアドベンチャートラ
ベル・トレードアソシエーション（ATTA）が、ATに対応するガイドの基準として定める
「アドベンチャートラベル・ガイドスタンダード（ATGS）」について、「持続可能性
（Sustainability）」を中核的能力（Core Competence）の最上位に位置づけるなど、大幅な
改訂を行ったこと、ATWS北海道／日本の開催により構築された、関係者とのネットワー
クを通じ、アドベンチャートラベラーの求めるガイド水準等を把握したことから、AT に
対応した、幅広く質の高い新たなガイド制度の導入についての検討が必要となった。

このため、北海道知事は、令和３年(2021年)７月、北海道観光審議会に「アドベチャー
トラベルに対応した新しいガイド制度のあり方」について諮問し、有識者や関係団体・事
業者、ガイド等に対するヒアリングやアンケート調査で得られた課題認識や意見等をもと
に、今後、本道におけるアドベンチャートラベルに対応した新しいガイド制度の創設に向
けて、取り組むべき方針をとりまとめた。



これまでの審議等の経過

2021年7月 令和３年度第１回北海道観光審議会【諮問】

〃 第１回北海道観光審議会AT部会

8月 〃 第２回北海道観光審議会AT部会

9月 ATWS2021バーチャル開催

11月 〃 第３回北海道観光審議会AT部会

2022年1月 〃 第４回北海道観光審議会AT部会【中間とりまとめ素案】

2月 〃 第３回北海道観光審議会 【中間とりまとめ案】

3月 中間とりまとめ決定

4月 令和４年度第１回北海道観光審議会AT部会

5～6月 ワーキンググループ（WG１～４）、トライアル（ATGS：顧客管理等3分野）

7月 令和４年度第２回北海道観光審議会AT部会【提言素案】

7 ～8月 ワーキンググループ（WG１～４）、トライアル（ATGS：顧客管理等3分野）

8月 令和４年度第３回北海道観光審議会AT部会【提言部会案】

9月 〃 第１回北海道観光審議会 【提言案（道素案）】
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外国語 及び ATGS（アドベンチャートラベルガイドスタンダード）への対応

能
力
の
向
上
（
タ
テ
の
広
が
り
）

サイクリング

JCGA JMGA＜専門分野資格＞

旅程管理主任者
(国内/総合)

アクティビティガイド スルーガイド

分野の拡大（ヨコの広がり）

外国語

研修受講【英語対応可】
CEFR B2 / 通訳案内士

〃 【日常会話可】
CEFR B1

安全管理 自然･歴史･文化 顧客・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

修了チェック合格（複数の研修講師による）

3分野研修：ATﾂｱｰの基礎知識等＋ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
[座学] [実地]

山岳
トレイル
ライディ

ング

北海道アウトドア検定（ATGS等に対応する幅広い知識）

技術能力基準の充足（分野毎・日数（最低ﾗｲﾝ・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨは道ﾏｽﾀｰｶﾞｲﾄﾞ等の推薦）

顧客推奨度（NPS）調査 及び 旅行会社等による評価制度

北海道アウトドアガイド資格

バックカ
ントリー

オ フ
ピステ

技
術
等
の
保
証

要
件
化

市
場
評
価

英語資格
通訳案内士・

CEFR B2相当以上

高
付
加
価
値
化

国際資格等（オプション）

3

JCTA※

ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ

Leave No Traceﾄﾚｰﾅｰ・
GSTCﾄﾚｰﾅｰ等取得

北海道ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙｶﾞｲﾃﾞｨﾝｸﾞ
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 受講

ﾌｧｰｽﾄｴｲﾄﾞ

WAFA等取得

上級救命講習等
受講

SUP

既存民間資格

S I J※

（SUPと連携する3分野）

自然カヌー
ラフテ
ィング

ATGS 3分野研修受講

Ⅰ 総論 ～ 新しいガイド制度に関する提言（全体像）

※ 一部、取組中の
課題等あり



趣 旨 アドベンチャートラベルにおいて求められる、地域の生態系への配慮、顧客のニーズを汲んだ柔
軟な対応など、幅広くかつ質の高い役割を果たすことができる、新たなガイドの認証制度を創設
し、2023年度から試行開始するとともに、制度の周知や人材育成・確保等の取組を総合的に推進
することにより、国際的にも評価される、誘客効果の高い、稼げるガイド制度を目指す。

役割分担
・ 定義

アクティビディガイド：アドベンチャートラベルについて十分理解し、それぞれのアクティビ
ティに対する高い技術及び専門性を併せ持ち、アドベンチャートラベラーからの要求に対応でき
るガイド

スルーガイド：アドベンチャートラベルについての十分な理解と北海道（地域）に関する多様な
情報を持ち、自身もツアーに参加しつつ、顧客管理を担い、ツアー参加者とアクティビティガイ
ドを含めた地域関係者及び旅行会社等との橋渡しを行うコーディネーター

考 え 方 既存の北海道アウトドアガイド制度を土台として、対象分野の拡大（ヨコの広がり）や質の高
いガイド能力の向上（タテの広がり）を図る。

分野拡大
(ヨコの広がり)

既存の民間資格と連携し、北海道アウトドアガイド制度の５分野（自然、山岳、カヌー、ラフ
ティング、トレイルライディング）に加え、サイクリング、スタンドアップパドルボード
（SUP）、オフピステ（サイドカントリー）及びバックカントリースキー等に拡大

能力向上
(タテの広がり)

技術等の保証（要件化）：必要となる民間資格等に加え、アドベンチャートラベルガイドスタン
ダード（ATGS）に対応する幅広い知識を保証するため、北海道アウトドア検定の取得（北海道ア
ウトドアガイド資格保有者は免除）を要件化。併せて、分野毎に日数ベースの技術能力基準を設
け、それを充足した者をガイドとして認証
高付加価値化：ATGSの５つの中核能力に対応した資格等の取得や研修の受講等の状況を確認し、
国際資格等に対応していることを対外的に表示
市場評価：市場や旅行会社からの評価されるガイド制度を目指し、顧客推奨度（NPS）調査 及び
旅行会社等による評価制度を導入

新しいガイド制度に関する提言（要旨）
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外国語 及び ATGS（アドベンチャートラベルガイドスタンダード）への対応

能
力
の
向
上
（
タ
テ
の
広
が
り
）

サイクリング

JCGA JMGA＜専門分野資格＞

分野の拡大（ヨコの広がり）

外国語

研修受講【英語対応可】
CEFR B2 / 通訳案内士

〃 【日常会話可】
CEFR B1

安全管理 自然･歴史･文化 顧客・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

修了チェック合格（複数の研修講師による）

3分野研修受講：ATﾂｱｰの基礎知識等＋ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
[座学] [実地]

山岳
トレイル
ライディ

ング

北海道アウトドア検定（ATGS等に対応する幅広い知識）

技術能力基準の充足（分野毎・日数（最低ﾗｲﾝ・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨは道ﾏｽﾀｰｶﾞｲﾄﾞ等の推薦）

顧客推奨度（NPS）調査 及び 旅行会社等による評価制度

北海道アウトドアガイド資格

バックカ
ントリー

オ フ
ピステ

技
術
等
の
保
証

要
件
化

市
場
評
価

高
付
加
価
値
化

国際資格等（オプション）
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JCTA※

ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ

Leave No Traceﾄﾚｰﾅｰ・
GSTCﾄﾚｰﾅｰ等取得

北海道ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙｶﾞｲﾃﾞｨﾝｸﾞ
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 受講

ﾌｧｰｽﾄｴｲﾄﾞ

WAFA等取得

上級救命講習等
受講

SUP

既存民間資格

S I J※

（SUPと連携する3分野）

自然カヌー
ラフテ
ィング

推奨 必須

Ⅱ 各論 ～ １ アクティビティガイドについて

※ 一部、取組中の課題等あり



アクティビティガイド

定 義 アドベンチャートラベルについて十分理解し、それぞれのアクティビティに対する
高い技術及び専門性を併せ持ち、アドベンチャートラベラーからの要求に対応できるガイド

資 質 ○ 専門分野に関する深い知識
○ アドベンチャートラベルツアーで通用する技術能力
○ ATGS等の各項目に対応したガイド能力
○ 地域の魅力やアクティビティの素晴らしさを提供

要 件 ○ 北海道アウトドアガイド資格 又は 北海道アウトドア検定 ＋ 民間資格
※ 拡大する分野については、詳細後述

○ 技術能力基準（直近2年間ガイド従事日数・最低ライン（下表））の充足
※ 対象期間については、当面3年間は2018年1月～2019年12月を対象とすることを可とする。
※ 併せて、道マスターガイド等（拡大分野については連携団体の指定する技術委員等）の推薦を
要することとする。（マスターガイド等自身については自薦可）

＊ カヌー・ラフティング・SUPの３分野に関しては、兼業ガイドを考慮し、3分野の通算（200日）を可とする。

＜部会・WG等における意見等＞ ＜提言（部会案）＞

・ 技術能力基準：年数重視× 売上基準の意見あり ⇒ 直近2年間のガイド従事日数 ※救済措置あり

・ グレードの段階設定：3段階の設定を検討も困難 ⇒ 最低ラインの設定（段階は設けず）
・ 市場や旅行会社からの評価への要請 ⇒ 別途、顧客推奨度調査・旅行会社評価導入
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１ アクティビティガイドについて

自然 200日 カヌー 200日* サイクリング 200日

山岳（夏・冬） 200日 ラフティング 200日* オフピステ 120日

ﾄﾚｲﾙﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 200日 SUP 200日* バックカントリー 120日



２ アクティビティガイドの分野拡大について

＜部会・WG・ﾋｱﾘﾝｸﾞ等における意見等＞ ＜提言（部会案）＞
・ 道ｱｳﾄﾄﾞｱ検定取得に抵抗感（時間・費用）⇒ 幅広い知識等を求めるATGS対応等を踏まえ、道ｱｳﾄﾄﾞｱ検定

取得を要件に。併せて、理解促進の取組を継続
・ 連携する民間資格の更新が3年ごと ⇒ 有効期間は3年（最大）

・ﾌｨｰﾙﾄﾞが海の場合、連携のハードルが高い ⇒  当初は ﾌｨｰﾙﾄﾞを河川・湖沼に限定した上で、道ODガイド
・インストラクター資格は、技術面・安全面 （自然,カヌー,ラフティング）資格取得を要件にすることで、

に問題ないが、ガイド能力に課題を有する SIJ（ﾚﾍﾞﾙ2以上）と連携可能

・フィールドで区分すべき ⇒  オフピステ及びバックカントリーに区分の上
・ 顧客･ガイドとも各種ギア（ｽｷｰ,ﾃﾚﾏｰｸ JMGA（ガイドステージⅠ及びⅡ）と連携可能

ｽｷｰ,ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ,ｽﾌﾟﾘｯﾄﾎﾞｰﾄ）を併用

■ 要件・有効期間（※ 前述 2 アクティビティガイド参照）

■ オフピステ（サイドカントリー）及びバックカントリースキー等

・団体により、知識・技術レベルの ⇒ 更新制度等が確認できるJCGA（ﾚｷﾞｭｰﾗｰ以上）と連携可能
保証の取組（更新制度）等に相違

・JCTAには、更新制度なし。ただし ⇒ JCTAは、技術・安全等に係る実地研修の開催を条件に
技術・安全等に係る実地研修（来年度～） サイクリングガイド（正会員）との連携が可能
及び更新制度（将来的）の導入を検討中 ※ 今後とも更新制度導入等の動向について注視

・MTBは、事業者にｶﾞｲﾄﾞﾂｱｰの実態をﾋｱﾘﾝｸﾞ⇒   ｵﾝﾛｰﾄﾞ・ｵﾌﾛｰﾄﾞで区分せず「サイクリング」として整理し
JCGA、JCTAと連携（両団体とも、eﾊﾞｲｸ、ｸﾞﾗﾍﾞﾙ、MTB等
各種ギアを使ったツアーにも対応）

■ サイクリング（フィールドやギアを問わない）

■ スタンドアップパドルボード（SUP）
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２ アクティビティガイドの分野拡大について

分野・専門領域 資格認定団体 対応する資格 連携に当たっての条件等

オフピステ（ｻｲﾄﾞｶﾝﾄﾘｰ） 公益社団法人
日本山岳ガイド協会
（JMGA）

スキーガイドステージⅠ

ー
バックカントリー スキーガイドステージⅡ

サイクリング
［フィールド区分せず］

一般社団法人
日本サイクリングガイド協会
（JCGA）

サイクリングガイド
（レギュラー以上）

一般社団法人
日本サイクリングツーリズム
推進協会（JCTA）

サイクリングガイド
（JCTA正会員）

実地研修（技術・安全）の
受講確認

スタンドアップ
バドルボード（SUP）
［ﾌｨｰﾙﾄﾞ：河川湖沼］

一般社団法人
日本SUP指導者協会（SIJ）

公認インストラクター
（レベル2以上）

北海道アウトドアガイド
（自然、カヌー、ラフティング）
資格取得又は保有

＜分野拡大に係る民間資格との連携に向けた検討（まとめ）＞
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オフピステガイド バックカントリーガイド

定 義

森林限界を越えない範囲内で、且つ、スキー
場に隣接し、スキーリフトやロープウェイの
終点から登高２時間以内の地点より滑降し、
ゲレンデまたは一般交通路に容易に戻ること
ができるエリアにおいて、対価を受けて、業
としてスキー・スノーボード等のガイドを行
う者で、本制度の認定を受けた者

ピッケル、アイゼン、ロープなどを使用せず
登高できる雪山で、ゲレンデや一般交通路に
隣接しないエリアにおいて、対価を受けて、
業としてスキー・スノーボード等のガイドを
行う者で、本制度の認定を受けた者

要 件

・北海道アウトドア検定（有効期限内（３年）、道アウトドアガイド資格の保有者は免除）

・日本山岳ガイド協会
スキーステージⅠ

・日本山岳ガイド協会
スキーステージⅡ

確認方法
ガイド資格認定証

（試験合格だけでなく、正会員団体に入会し、各協会へ入会手続きを取った者）

有効期間 通知書発行から３年

２ アクティビティガイドの分野拡大について
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サイクリングガイド スタンドアップパドルボードガイド

定 義
日本独特の交通事情を把握し、スポーツ自転車
の正しい扱い方を体得しており、対価を受けて、
業として自転車を使用してサイクリングのガイ
ド行う者で、本制度の認定を受けた者

スタンドアップパドルボード（以下「SUP」と
いう。）を使用して、河川及び湖沼において、
対価を受けて、業としてSUPの操作技術及び安
全指導やガイドを行う者で、本制度の認定を受
けた者

要 件

・北海道アウトドア検定（有効期限内（３年）
道アウトドアガイド資格の保有者は免除）

・北海道アウトドアガイド（自然ガイド、
カヌーガイド、ラフティングガイド）資格

・ JCGAサイクリングガイド
階級レギュラー以上 ※

・JCTA認定サイクリングガイド（正会員）
※ただし同会が導入を検討している技術・
安全等に関する実地講習の開催又は、更新
制度が導入され、受講もしくは資格更新を
されていることが条件

・SIJインストラクター（レベル2以上）

確認方法 認定証

有効期間 ３年
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※ 顧客を牽引し、一人前のガイドとしてツアーを
催行できる水準を採用（レギュラー／リーダー／
エリート／マスター）


